
（別紙４）

～ 令和7年11月30日
（対象者数） 43 （回答者数） 41

～ 令和7年11月30日
（対象者数） 5 （回答者数） 5

～ 令和7年11月30日
（対象数） 26 （回答数） 26

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

訪問先での担任、支援員、園⾧さんを含めて、支援内容につ
いてしっかり確認をして、訪問支援を取り組んでいきたい。

2

全員の利用者に速やかに訪問支援の報告がされてるわけでは
ないので、訪問だよりなども活用したり、次年度からは訪問
支援の面談もしっかり計画的に取り入れていきたい。

3

次年度も、今年度同様、利用者さんについての情報共有をお
こない支援に役立てていきたい。より具体的な支援での教材
などについても情報共有をしていきたい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

訪問支援の具体的内容につては、面談等での保護者との確認
をして、支援をしていきたい。

2

全員の利用者に速やかに訪問支援の報告がされてるわけでは
ないので、訪問だよりなども活用したり、次年度からは訪問
支援の面談もしっかり計画的に取り入れていきたい。

3

訪問日の決定だけでなく、計画であっても、受け入れ園の状
況に沿って支援がされるよう、状況によっては園から伝えて
いただけるような関係性を持って、訪問支援を計画していき
たい。

子どもの特性に合わせて、訪問先での支援をしていただいてい
る。

それぞれの利用者に沿って、訪問先での支援について、園と連
携をして支援をしています。

通所施設からの送迎時、連絡表、LINE、電話などで連絡をも
らったり、園の先生から報告があり訪問の支援がされている。

できるだけ、訪問が済んだ後などに保護者に伝えるようにして
いる。

こどもへの支援内容が具体的で分かりやすく、参考にさせてい
ただいてます。・園での様子を見ていただく中で、見落として
いた部分について、アドバイスをいただき手厚い支援ができま
した。

療育施設を利用している利用者さんもいらしゃる、その情報も
園へ伝えながら、情報共有をし、支援に役立てきた。

保育所等訪問支援をしていただけることは、園としてありがた
いが、面談等の時間が持てなかったり、職員が手薄の時など
は、短時間で訪問を計画して欲しい。訪問にこだわらず、電話
での対応などでもしてほしい。

訪問席への訪問は、双方で都合の良い日を選び決めていたが、
訪問先の園の現状については、知らないことが多く、訪問支援
がされていた。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

保育所等訪問支援ガイドラインの「保育所等訪問支援の提供す
べき具体的内容」を踏まえながら支援をされているか説明を受
けてないので、分からない。また、教材教具が整えられている
のかを知らない。

ガイドラインについて保護者への周知ができなかった。保育所
等訪問支援で何を支援していくのか、保護者へしっかり伝えて
いく。「ガイドライン」と言う言葉が、保護者にとって分かり
にくかったのではないかと思われる。訪問時の教材教具につい
ては、保護者へ伝えていない。

面談で、園の様子を伝えられるが、保育所等訪問をした後で、
「こんな様子でしたよ」と、伝えてほしい。

訪問での様子を、保護者にどんな様子であったかを伝えられて
いない。保護者と接点がある時に園での様子を伝えるようには
しているが、十分ではない。

令和7年11月1日
○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年1月30日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数
○訪問先施設評価実施期間 令和7年11月1日

○事業所名 児童発達支援センター心愛つう 保育所等訪問支援

○保護者評価実施期間 令和7年11月1日
○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


